
明
治
維
新
の
志
士
琳
瑞
和
上

石

橋

誡

道

予

が
曾

て
東
京

小
石
川

に
居

た
時

、
光
雲
寺

主
野
澤
俊
冏
僧

正
か
ら
、
志
士
琳
瑞
荊
上
の
事
を
再

一一.聞

い
た
。
そ

の
當
時

心
竊

か
に
我
等

に
、
そ
ん
跿
立

派
な
人

の
あ

つ
た
事
布
悦

び
、
且

つ
宗

丙

の
人

々
が
餘
り

に
能

く
こ
の
人
を
知

ら
な

い
と

い
ふ
事

は
、
甚

だ
逡
憾

で
あ
る
と
思

ひ
、
何

と
か
し

て
之
を
表

は
す
必
要

が
あ
る

ピ
考

へ
糞
。
然
し
な
が
ら
そ
れ
を
發
表
す
る
機
會

を
得

な
か

っ
た
。
所

が
先
年

矢
吹
博
士

が
、
大
島

上
人

に
托

せ
ら

れ
た
琳
瑞
和

上
及

び
行
誡
上
人
の
書
翰
を
し
ら
べ
て
ゐ
る
内
に
ト
い
よ
く

和
上
と
行
誡
上
人
と
の
關
係
が
明
白
と
な
り
、
特
に
先
年
、
隈
川
君
が
隱
れ
た
る
勤
王
僧
と
題

し
て
、謡

誌
宗
教
界
κ
發
表
せ
ら
れ
陀
文
を
參
照
し
て
、
こ
礎

旻

を
綴
つ
で
諸
君
に
提
供
し
た
譯
で
あ
る
。
.

東
京
小
石
川

の
傳
逋
院

の
前

に
處
靜
院
と

い
ふ
さ
丶
や
か
な
寺
が
あ
る
。

こ
の
寺

は
昔

し
幅
田
行
誡
上
人

や
、
鮮
道

琳
瑞
和
上
が
住
居
さ
れ
尢
寺
で
あ
る
。
行
誡
上
人
が
幕
末
維
新

の
前
後
に
在

っ
て
、
佛
敷

の
興
隆
に
奮
鬪
努
力

せ
ら
れ

だ
事

は
、
今
更
喋

々
す

る
必
要
は
な

い
が
、
行
誡
上
人
が
最
も
望
を
囑

さ
れ
力
弟
子
に
、
琳
瑞
和
上
と

い
ふ
人
が
あ
る

　

こ
の
人
は
實
に
國
家
、を
雙
肩
に
荷

つ
て
立
ち
、
頽
廢
せ
る
宗
敖
を
再
び
挽
回
ぜ
ん
と
す
る
、
慷
慨
悲
歌
の
士
、
死
も
敢

・

へ
薬
辭
せ
ざ
る
傑
僭
洛

あ
つ
懽
。

。

琳
瑞
和
上

は
朋
前
國
村
山
郡
俗
地
町
北
口
の
人
で
、天
保
元
年
十
月
二
十
七
日
に
生
れ
、父
は
細
谷
輿
左
衛
門
守
頑
と

い
ひ
、

、租
先
已
來

の
資
産
家
で
あ
つ
禿
。
和
上
の
幼
名

は
房
藏
と

い
ひ
、
與
左
衛
門
の
第
四
子
で
あ
る
七
歳
の
時
故
あ

つ
て
天
童
老
の
森
の
襯
戚
な
ゐ
西
澤
忠
右
衛
們
の
象
拠
養
は
れ
、
・隣
村
の
久
の
本
星
野
彦
兵
衛
の
家
塾
に
入
つ
て
勉
強

ttl
五

.
,
:



三
六

し
た
め

天
性
聰
敏

、
才
識
篠
秀
と
言
は
れ
.
如
何
な
る
竜
の
も

一、度

こ
れ
を
歉
ぶ
れ
ば
、

卜決
し
て
誤

る
で
と
な
し
に
、

こ
翠
を
遖
讀

℃
尢
と

い
ふ

え
と
で
あ
る
。
十

二
歳

の
時
、
實
父
與
左
衛
門
が
病
に
か

丶
ゐ
逃
病
床
に

呻
吟
し
π
際

に
は

家

に
歸

り
て
そ
蘇
を
瀟
護
し
、
駈
五
年

の
久
し
磐
吏

ら
に
倦

む
こ
と
な
く
、
交

の
好
み
に
應
ゼ
て
太
閤
記
、
八
犬
傳
」
三

國
志
等
を
讀
遶
で
、
・父
の
病
'苦

を
慰
め
た
乏

い
ふ

こ
と
だ
○
け
れ
ど
も
琳
瑞
が
十
六
歳

の
時
、
父
は

こ
の
世
を
去

つ
て

し
裟

つ
た
。
こ
の
蒔

の
琳

瑞
の
悲
し
み
と
、
將
來
に
向

つ
て
の
煩
悶
と
は
、
尠
か
ら
ず

心
を
苦

め
尤
に
違

い
な

い
。
そ

もの
時
琳
瑞

は
蜥

ふ
考

ぺ
だ
。

「
苟
く
も
男
子
ど
生
れ
て
碌

々
年
月
を
輩
る
な
疹
ば
犬
馬
と
少
し
竜
選
ぶ
所
が
な

い
。
我

今
家
事
に
從
事
す
る
よ
6
、
寧
ろ
武
士
と
な
ら
ぷ
か
、
投
機
家
と
な
ち

ふ
か
、

一
層
僧
侶
と
な

つ
て
見

よ
ぷ
か
」
。
斯
く

て
琳
瑞
は
種
々
な
考

べ
續

け
て
ゐ
た
が
、
十
七
歳

の
春
、
無
能
寺

の
名
僭
、
矢
吹
琳
堂
和
上
が
宀
π
裟
ノ
へ
天
童
久
の

本

の
常

安
寺
に
留
錫
し
て
、
授
戒
を
行
は
れ
尢
事
が
起

つ
疫
。
琳
瑞
は
此
の
動
機

か
ら
决
然
僭
侶

に
な
ら
ふ
と
志
し
、

竊
か
に
家
を
出

て
、
常
安
寺
に
往
き
、
琳
堂
和
上

に
面
會
し
て
、
是
素
と
も
門
弟
と
し
て
下
さ

い
と
嘆

願
し
尢
。
然
し

な
が
ら
琳
堂
和
上
は
、
本
人

の
志
は
解

つ
尢
が
、
兩
親
の
意
見
を
尋

る
必
源
が
あ
る
と
て
、
此
旨
を
養

父
の
西
澤
忠

右

'衛
門
に
告
げ
表
ゆ
所
が
西
澤
家
で
は
大

に
驚

い
て
、
琳
瑞
を
読
諭

し
尢
け
れ
ど
も
、
彼

は
頑
と

し
て
動

か
な

い
o
西
澤

家

で
も
手
に
餘
し
て
、
早
速
實
兄
與
左
衛
門

に
こ
の
事

を
告
げ
た
。
所
が
兄
も
大
に
驚
き
、
直
ち
に
常

安
寺
に
行

つ
て

西
澤
家
と

共
に
懇
ろ
に
諭
し
た
。
然
し
な
が
ら
琳
瑞
の
志
を
少
し
も
動
か
す

こ
と

は
出
來
な
か

つ
た
。
さ
れ
ば
彼
等
は

ど

う
す
る
こ
と
酪
細
旅
な

い
鋤
ら

宀
.
途
莚
琳
瑞
の
意

の
蜜樹
由
に
任
せ
て
歸
づ

尢
。
そ
こ
で
琳
堂
和
上

は
、

い
よ
ー

入



門
を
許
さ
れ
て
、
削
髮
し
て
琳
瑞
と
名
け
ふ
無
能
寺
に
同
行
き
る
＼
事
と
な

つ
控
。
か
く

て
琳
瑞

は
和
上
に
事

へ
、
傍

,

ら
佛
書

の
指
導
を
受
け
尢
。
所
が
元
嫁
り
漢
學

の
素
養
の
あ
乙
人
だ
か
ら
、
忽
ち
同
輩
を
凌
駕

し
で
酒
從

つ
て
識
見
酪

-

高
痩

つ
尢
。

此
頃
江
戸
小
石
川
傳
通
院
内

の
行
戒
上
人

は
、
淨
土
宗
内
は
勿
論
、
各
宗

の
問

に
も
名
聲
嘖

々
尢
る
高
徳
で
あ

つ
た

が
、
深
く
佛
歉

の
袤

へ
た
の

し
慨
き
、
僭
徒

の
品
性
を
高

め
、
惰

眠
を
覺
醒
せ
ん
と
企
て
、
傳
通
院
内

の
處
靜
院
を
、

懐
づ
律
寺
に
改
あ
て
、

こ
丶
で
立
派
な
人
物
を
養
成
し

よ
う
と
思

は
れ
尢
。
と

こ
ろ
が
中
セ
嫡
當

改
人
物
が
な

い
の
で

色

々
苦
心
し
て
探
し
て
ゐ
ら
れ
カ
が
、
ふ
乏
無
能
寺

の
琳
堂
和
上
の
事

に
思

ひ
及
ば
れ

尢
o
當

時
無
能
寺
は
律
院
で
そ

の
寺

の
住
職
琳
堂
和
上

は
、
道
念
堅
固
な
非
常
な
立
派
な
人
で
あ

つ
た
か
ら
、
若
し
や
そ

の
門
弟
の
中
に
於
て
、
將
來

有

望
の
人
が
あ
る
な
れ
ば
海
拔
擢
し
て
立
派
な
人
物
に
し
あ
げ
て
見
た

い
と
决
心
し
て
、
琳
堂
和
上
に
相
談
さ
れ
尢
。

和
上
も
そ
れ
に
は
大
に
同
情

し
賛
成
し
て
、
そ

の
第

∵
の
愛
弟
琳
瑞
和
上
を
邊
ら
れ
尢
。
"こ
れ
は
嘉
永
二
年
の
事
で
琳

瑞

は
二
十
歳
行
誡
上
人

は
四
十

一
歳
で
あ

つ
尢
ρ
行
誡
上
人

は
己
れ
の
宿

堂
の
幾
分
が
實
現
も
尢
め
を
喜

ん
で
、

處
靜

院
を
琳
瑞
彼
讓

か
、
無
能
寺
と
同

く
此
の
寺
を
戒
律

の
道
場
と
し
、
當

時
の
檜
侶

り
模
範
と
し
や
う
と
考

へ
ら
れ
尢
。

琳
瑞
竜
叉
こ
＼
に
宿
志
の
幾
分
を
途
げ
得
抛
こ
と
を
喜
び
、
郷
里
の
細
谷
家

竜
亦
大

に
喜
ば
れ
誕
ゆ

此
の
時
行
戒
上
人

が
よ
ま
れ
尢
蓮
懐
が
あ
る
o

・

9

「

D

埋
火
の
尢
え
瀧
る
を
繊
ぐ
炭

は
あ
烈
ど

鉛
こ
す
に
難
t
す
癒
れ
尢
ゐ
遒

.

'
、

、

↓

ノ

,
,
宀
、

三
七

み

e



聖

・
°

霊

八

・
琳
瑞

億
そ
の
後
行
戒
上
人
、
傳
逋
院

の
玄
順
上
人
、
車
叡
山
上
野

の
慧
澄
律
師

、
及
び
智
曇
上
人
等
に
從

つ
て
、
宗

乘
餘
乘
を
研
究
し
、
傍
ら
諸
子
百
家

の
書
を
探
り
、
併

せ
て
詩
文
に
も
達
せ
ら
れ
た
o
行
誡
上
人
が
琳
瑞
和
上

の
將
來
・

に
就
て
望

を
囑

し
て
ゐ
ら
れ
尢
事

は
、
行
誡
上
人

の
書
翰
に
依

つ
て
明
か
で
あ
る
。

丁
度

此
の
頃

の
手
紙
と
思

は
る

丶

も

の
が
今
殘

っ
て
ゐ
る
、
よ

つ
て
こ
れ
を
記
し
て
見
よ
ふ
。

」

唱

此
度
無
能
寺
入
佛
拜
に
受
戴
等
有
之
候
よ
し
、
急
に
琳

瑞
沙
彌

さ
し
下
し
申
候
、
、
全
體
明
年
ご
ろ
披
露
に
來
ら
れ
候

樣
心
得
罷
在
候
處
ふ
今

度
幸

ひ
よ
き
織
に
付
罷
丗
委
し
く
演
述
に
及
ぶ
可
く
、
先
以
て

一
律
場
成
就
御
親
嵐
に
も
嘸

の

々
御
滿

足
と
察

入
申
候
、
夫

に
就
て
も
當
時
の
處
創
業

の
織
ゆ

へ
所
せ
ん
法
式
全
備
と
申

に
は
參
り
不
申
候

へ
ど

も

漸

々
上
野
同
樣
に
竜
進
ま
せ
度
、

正
法
の
弘
逋
も
偏

に
此
處
を
と
頼
も
℃
く
候
に
付
、
追

々
宜
し
か
る
べ
き
樣
御
外

彌
護
有
之
度
、
御

さ
し
含

の
ほ
ど
御
頼
申
度
、
是
方
に
て
も
精

々
如
才
な
く
世
話
は
致
し
候

へ
ど
も
、
山

は
高
き
を
厭

は
ず
、
功
徳

は
積

む
を
厭
は
ず
と
候

へ
ば
、
存
ぜ
ら
れ
候
ま
＼
聊
か
贅
言

を
加

へ
候
、
追

々
秋
冷
に
候
、
道

の
爲
折

角
御
自
愛
奉
至
疇
候
也

恐

々
謹
言

-

八
日
望

7

行
誡

」

敬
白

與
左
衛
門
樣
も
と

へ

こ
の
書
翰
に
依

つ
て
處
靜
院
を
律
院
と
さ
れ
た
趣
か
よ
く
解

か
る
が
、
從

っ
て
琳
瑞
和
上
の
將
來
に
對
す
る
行
誡
上

人

の
希
望
も
瑚
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
後
幾
度
か
書
翰

の
往
復
が
あ

っ
惚
で
あ
ら
ふ
が
、
か
の
安
正
二
年
の
江
戸

の

3



大
地
震
の
際
、
和
上
の
實
家
細
谷
輿
左
衛
門
か
ら
來
尢
地
震
見
舞
の
往
復
の
書
翰
が
今
殘

つ
て
ゐ
る
。
今
下
に
そ
れ
を

轉
載
し
て
見
よ
う
、

島
屋
便
に
付

一
筆
啓
上
仕
候
、
寒
冷
追
日
相
募
候
得
共
、
盆
御
勇
健
御
座
遊
さ
れ
珍
重
の
御
儀
拜
賀
奉
う
候
、
當
方

無
異
儀
罷
在
候
問
、
憚
り
乍
ら
御
休
慮
思
召
下
さ
る
可
く
候
、
然
れ
ば
去
月
(
十
月
)
二
日
御
地
大
地
震
に
付
、
誠
に

言
語
に
蓋
し
難
き
大
攣
驚
き
入
め
存
し
奉
候
、
去
月
九
日
御
發
し
の
御
歌
、
同
月
ご
十
二
日
相
屆
き
候
間
、
取
手
遲

し
と
拜
見
仕
候
處
知
音
の
御
方
々
何
れ
竜
御
無
鄭
、
大
慶
此
上
竜
無
く

一
同
歡
喜
罷
在
候
、
私
方
よ
う
去
二
十
二
日

御
尋
問
の
書
朕
島
屋
に
相
屆
き
定
め
て
相
達
し
候
は
汚
、
此
地
は
至
つ
て
無
異
に
御
座
候
、
御
安
心
成
し
下
さ
る
可

く
、
曜於
玉
が
池

一
堂
先
生
の
御
染
筆
先
月
相
屈
き
難
有
拜
讀
奉
う
候
、御
禮
金
早
涼
差
上
可
申
之
處
、
地
震
咄
し
旁
に

付
延
々
今
日
島
屋
飛
脚
便
差
上
奉
う
候
、
宜
し
く
御
披
露
願
上
奉
ゆ
候
、
且
先
日
戒
法
隨
身
記
御
迭
下
さ
れ
難
有
拜

讀
奉
う
候
、
拜
に
絹
切
九
枚
東
條
先
生
の
御
詩
邊
り
下
さ
れ
高
橋
阿
部

へ
も
分
け
遣
は
し
難
有
存
し
奉
う
候
、
於
玉

が
池
書
藏
類
燒
相
成
御
祕
書
類
失

へ
候
段
風
聞
有
之
歎
息
罷
在
候
、
右
御
横
子
御
席
に
仰
せ
聞
か
さ
れ
度
候
、

一
、
先
般
屏
風
御
染
筆
御
願
下
さ
れ
置
候
由
、
御
歌
延
着
汳
事
上
げ
不
申
候
、
何
卒
西
澤
、
高
橋
、
阿
部
、
拙
家
都

合
四
雙
末
代
の
重
寶
に
御
座
候
間
、
偏
に
御
願
申
上
奉
候
、
唐
紙
は
上
品
に
成
し
下
ぶ
る
可
く
、
御
禮
金
御
沙
汰
次

第
取
集
あ
早
速
差
上
奉
る
可
く
候
、
屏
風
の
句
私
分
に
相
成
は
先
生
御
作
の
詩
か
交
楷
書
に
御
染
筆
下
さ
れ
置
候
は

ば
難
有
仕
合
に
奉
存
候
、
宜
く
御
取
斗
ひ
湘
成
丈
御
取
め
急

拿
奉
希
候
、

∴

'

・
写

先



四
〇

」
,、
獪
亦

松
田
春
東
御
子
息
春
卓
は
當
夏
よ
ウ
出
府
、
當
時
芝
田
町
邊
か
東
條
若
先
生
方

へ
入
塾
勤
學
致
さ
れ
、
地

震

の
節
無
難
の
書
欺
相
屆
候
間
安
心
仕
候
、
田
原
大
園
未
だ
韓
國
仕
ら
ず
當
夏
以
來
書
状
も
参

り
不
申
甚
だ
不
實
不

信

の
も

の
に
付
、
私
よ
り
も

一
向
音
信
不
仕
候
、
併
し
天
童
叔

母
晝
夜
御
案
思
是
に
は
當
惑
、
來
春
中

に
て
も
叔

母

へ
の
義
理
態
ざ
飛
脚
相

立
て
可
申
か
斗

ひ
難
く
奉
存
候
、

一
、
金
五
拾
疋

地
震
御
見
舞

行
誡
上
人

へ

一
、
同
五
於
川疋

同

、

」
堂
先
生

へ

〆

一
、
同
五
拾
疋

同

良
曲央
琳
瑞
立
剛
へ

一
、
同
五
拾
疋

同

伊
藤
儀
左
衛
門
樣

へ

一
、
同
五
拾
疋

同

青
山
荻
原
眞
次
郎
樣

へ

右
御
見
舞

の
印
迄
に
呈
上
奉

り
候
、
夫

々
樣

へ
宜

く
御
披
露
願
上
奉
う
候
、
追

々
嚴
寒
に
相
成
折
柄
時
候
御
厭

ひ
遊
さ

る
可
く
、
御
院
主
樣
其
外
樣

へ
も
愚
書
差
上
申
可
き
の
處
、
取
急
き
其
儀
に
能

は
ず
何
卒
御
鳳
聲
仰
上
ら
れ
下
さ
る
可

く
大
亂
書
御
推
見
奉
希
候

恐

々
謹
言

霜
月

二
十

日

細
谷
與
左
衛
門

良
英
琳
瑞
樣

貴
下

御
見
舞

の
品
中
水
引
に
て
御
結
夫
々
樣
ぺ
御
迭
り
披

下
度
願
上
奉

わ
候
、
行
誡
上
人
め

御
染
筆
物
小
絹
切
唐
紙

尢
ん



　

覧

ざ
く
何

れ
に
て
も
詩

歌
御
序

の
節
願
上
奉
り
候
、
小
屏
風
に

い
尢
し
軍
寶
に
可
仕
候
、

右

は
細
谷
家

か
ら
琳
瑞
和
上

に
差
出

さ
れ
尢
大
地
震

の
見
舞
状

で
あ
る
が
、

こ
れ

に
封
す
る
行
誡
上
人

の
禮
欺

を
轉

載

し
て
、
當
時
震
災

の
樣
子
、
及
び
琳
瑞
和
上
に
對
す
る
行
誡
上
人
の
信
頼

の
程
度

の
推
察
を
願

い
尢

い
と
思
ふ
。

其
後
は
暫
く
御
踈

音
重

々
打
過
候
、
時
は
茜
寒

の
砌
彌
御
安
泰

の
旨
珍
重

に
渡
ら
せ
ら
れ
奉
賀
候
、
當
地

一
同
無
事

に
罷
遯
候
御
休
意
奉
希
候
、
扨
亦
先
般
は
未
曾
有
の
地
震
馬
其
砌

は
御
尋

の
爲
、
目
録
金
五
拾
疋
御
惠
投

入
念

の
,事

却

て
痛
入
候
、
御
か
げ
に
て
當
山
拜
淀
弊
院
抔
別
し
て
無
事
に
、
き
し
尢

る
損
じ
場
所
竜
無

之
外
に
く
ら
べ
候

へ
ば

尋
生

の
逋
り
に
候
、
琳

瑞
沙
彌
初
め

一
同
聊
か
も
怪
俄
等

竜
無
之
安
穩
の
趣
罷
在
候
、
嘸

々
御
聞
に
て
は
御
案
じ
可

有
乏
御
事
と
奉
存
候
で

し
か
し
隨
分

に
大
變

に
て
當
地
も
ま
つ
懐
づ

一
變
化
に
候
、
上
下
其
彌
よ
窮
拙
に
罷
在
候
、

復
古
と
串
す
事

は
し
ば
し
出
來
間
敷
候
、
扨

々
無
常
遷
流
現
前

の
事

の

い
つ
何
時
の
事
と
も
し
れ
不
申
も
の
に
候
、

い
裟
よ
う
後
生
大
切
に
勤
め
可
申
事
と
當
所
に
て
も
め
ざ
め
申
す
も
の
竜
少
t

は
有
之
か
に
聞
及
候
ハ
時
候
御
尋
且

御
挨
拶
も
申
上
度
書
中
申
演
候
云
云

・
恐

々
謹
言

甲
十

二
月
七
日

ド

清

淨

5
心

院

゜

▼

行
誠

否
掌

與
左
衛

門
様

御
竜
と

へ

琳
端
秒
彌
事
盆
無
事

に
出
精
耳
心

い
尢
し
申
候
↓
御
案
〕下
さ
る
懐
℃

図
候
、
遊

々
大
事
戒
就
仕
る
可
争
仁
物
芝
見
講

四
警



'

卩

四

二

申
候
、
末
尢
の
も
し
く
候
、
ゆ
ベ
ー

奥
朋
の
佛
法
興
隆
可
申
事
に
存
候
、
御
や
芝
に
て
も
折
角
御
信
心
有
之
様
御

世
話
可
有
之
候

其
後
文
久
二
年
行
誡
上
人
は
木
製
の
活
字
に
て
大
般
若
經
の
出
版
を
發
願
せ
ら
れ
尢
が
ふ
故
あ
つ
て
こ
れ
を
果
す
ζ

と
が
出
來
な
か
つ
た
。
こ
の
璽

こ
の
經
の
應
募
購
讀
者
の
勸
誘
を
細
谷
家

へ
依
頼
さ
れ
尢
清
息
が
今
殘

つ
て
ゐ
る
。
こ

れ
に
竜
琳
瑞
和
上
の
事
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

今
度
活
板
大
般
若
經
新
刷
三
百
部
の
發
願
申
候
、
線
起
は
別
冊
勸
進
文
の
如
し
、
其
御
地
竜
御
同
縁
竜
有
之
事
故
、

た
と

ひ

一
部
に

て
竜
御
申
遣
し
成
し
下
さ
れ
度
樣
存
候
に
付
、
今
度
わ
ざ
ー

申
進
御
聞
に
入
れ
候
、
有
信
の
衆

も

有
之
候
に

ゐ
ひ
て
は
、
幾
部
に
て
襯
今
の
内
な
ら
ば
仰
遣
さ
れ
次
第
差
逾

り
可
申
上
候
、
も
は
や
此
節

懐
で
に
て
百

五
六
十
部
う
け
て
出
來

候
ま

丶
追

々
か
さ
み
可
申
事

か
と
竜
存
候
、
術
他
に
て
御
經
す
り
出

候
儀

は
、
御
開
國
後
唯

゜
一
度
に
て
不
思
議
の
事

に
て
風
と
發
心
是
も
可
然
宿
縁
か
、
野
拙
今
度

に
て
此
經
讀
誦
四
遍

に
て
餘
人

へ
も
す

丶
め

讀

し
め
候
も
は
や
餘
程
に
て
處
靜
院
も
(
琳
瑞
和
上
)
近
年
よ
み
終
り
申
候
、
佛
法
東
漸
と
申
候

へ
は
奥

朋
す
じ

は
澤

山
可
有
之
理
に
候
、
委
く
處
靜
院
よ
う
可
申
演
候
、
處
靜
院
事

も
追

々
進
學
入
精

に
て
、
當
時
は
傳
逋
院
方
丈
の
請

に
て
本
坊

に
ゐ
ひ
て
選
擇
集
講
釋
に
候
、
律
場
開
創
人
法
相
應

の
段
歡
喜
此
事
に
候
、
そ
れ
に
て
竜
御
喜
成

さ
る
可

く
候
、
御

一
門

の
人
々

へ
も
此
旨
御
達
し
成
さ
る
可
候
、
手
前

も
去
年
は
春
中
相
州

江
の
島
に
籠
う
、
大
般
若
經
讀

誦
、
す
ぐ
き
ま
上
京
華
項
大
信
正
御
邏
化
、
是
は
法
兄
の
儀
に

て
葬
式
に
も
逢
ひ
申
度
、
し
か
し
所
去
夏

は
京
都
竜



こ
と

の
外
あ

つ
く
急
に
發

足
も
致
し
か
ね
候
處
講
釋
頼
腰
れ
、
五
月
初

よ
り
七
月
ヰ

懐
で
に
、
選
擇
决
議
拜
淀
超
信

辱

論
と
申
も

の
な
ど
講
釋
、
八
月
初
旬
よ
6
・ば
大
坂
よ
う
高
野
吉
野
當
麻
南
部
西
京
な
ど
巡
拜
凸

九
月
中
に
歸
山
申
候

當

月
中

は
弟
子
共
命
終
の
者
共
有
之
、
寺
持
や
防
何
か
と
世
事
少
々
承
う
候
上
に
,
今
度
竜
大
般
若
經

さ
わ
ぎ
、
し

か
し
始
終
佛
法
切
事
に
て
急
が
し
く
難
有
御
事

に
候
、
久
々
貴
意
を
得
ず
{

い
つ
竜
御
安
靜

の
よ
し
陰
な
が
ら
御
喜

申

入
候
、

明
日
尢
よ
6
有
之
由
處
靜
院
今
朝
申
候
故
、
取
敢

へ
ず
般
若
經
の
事
御
勸
め
串
度

一
封
認

め
申
候
、
表
裏

墨
慵

に
の
み
罷
な
り
例

な
が
ら
御
無
沙
汰
恐

入
候

恐
々
謹
言

七
月
七
日
當
賀

.
大

佛

堂

㍉

行
誡

合
掌

細
谷
與
左
衛
門
樣

御

つ
き
御
中

琳
瑞

は
爾
來
行
誡
上
人

の
指
導

の
下
に
日
夜
奮
勵
し
て
勉
強
を
續
け
控
、
そ
う
し
て

一
切
經
竜
凡
そ

三
回
程
讀

ん
だ

と

い
ふ

こ
と
喫
。
大
般
若
經

の
印
刷
に
も
尠
か
ら
ず
力
を
盡

t
尢
。
其

の
間
に
當
時
の
儒
者
と
し
て
名
の
高

か

つ
尢
東

條

一
堂
先
生

に
就
て
支
那
の
經
書
を
研
究
し
尢
。
斯
ふ
し
た
問
に
琳
瑞

の
名

は
國
主
大
名
若

く
は
旗
本
の
間
に
高
ま

つ

尢
。
.そ
う
し
て
和
上

の
人
と
な
り
は
、
温
厚
謙
柔
、
風
骨
峻
峭
、
し
か
も
能

く
人
を
容

る
丶
の
雅
量
を
具

へ
、
そ
の
愛

,
國
護
法
の
黙
誠

に
至
つ
て
は
、
悲
憤
慷
慨
、
侃

々
愕

々
、
更
ら
に
假
借
す
る
所
な
く
、
も

つ
ば
ら
正
拡
蹄
し
て
後
に
止

む
と
い
ふ
態
度
で
あ

つ
尢
。
で
あ
る
か
ら
襠
時

の
名
士
は
、
其
風
を
望
で
爭
ふ
て
交
を
求
む
乏

い
ふ
有
樣
で
あ

つ
尢
。

'。軸
三



四
測
t

時
偶
ま
幕
末

の
際
で
、
天
下
を
擧
げ

て
奪

王
攘
夷

の
議
論

の
沸
騰
し
尢
時
で
あ

つ
カ
。
和
上
は
蜥
る
國
事
難
艱

の
時

に
際
し
て
は
、
志
士
の
精
紳
修
養

を
第

一
と
せ
ね
ば
な
ら

漁
之

い
ふ

の
で
、
大
に
精

紳
修
養

の
事
を
読

い
た
o
で
あ
る

か
ら
有
志
が
時
々
處
靜
院
に
集

つ
て
別
時
念
佛
を
修
℃
、
そ
の
間
に
精
紳

の
鍜
練
、
信
仰

の
培
養
を
熏

練
し
禿
。
彼

の

、

有
名
な
山
岡
鐵
舟

は
、
和
上

の
道
を
聞

い
て
劍
法
が
盆

々
上
達
し
、
常

に
和
上
を
敬
慕
し
て
、
そ

の
師
と
稱
し
て
居

た

位
で
あ
る
。
叉
上
の
山
の
傑
士
金
子
輿
三
郎
の
如
β

は
、
常
に
和
上
の
敷

を
受
け
控
が
、
彼
が
薩
藩
の
邸
内
で
斃

れ
カ

、
時
に
、
左
腕
の
奥

に
珠
數
を
は
め
て
居
た
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
o

こ
の
珠
數

は
和
上
に
貰

つ
尢
記
念
品

で
あ

つ
尢
と

い

ふ

こ
と
だ
o

叉
伊
勢
守
高
橋

泥
舟

は
槍

術
の
御
指
南
番
で
天
下
我
が
右
に
出
つ
る
も
の
な
し
と

い
ふ
勢
で
あ

つ
カ
が
、

最
も
深
く
和
上

に
敬
服
し
て
、
常

に
親
交
を
續
け
ら
れ
た
。
其
他
關

口
權
介
、
那
珂
逋
高
、
横
田
謙
三
郎
等
憂
國

の
士

が
、
和
上
を
訪
問
し
た
事

は
、

一
日
卆
均
七
十
餘
入

に
及
ん
だ
と
傳

へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
よ
る
竜
如
何
に
和
上
が

國
事
に
忙
殺
さ
れ
た
か
を
察

す
る
こ
と
が
出
來

る
O

琳
瑞

和
上
と
高
橋
泥
舟
と
親
密
に
な

つ
尢
動
機

に
就

て
は
、
甚
だ
趣
昧
あ
る
物
語
が
あ
る
。
そ
の
事

は
泥
舟
自
ら
時

々
人
に
語
ら
れ
カ
が
、
ま
尢
泥
舟
遺
稿
の
中
に
襯
記

さ
れ
て
あ
る
Q
そ
の
大
要

は
次
の
や
う
で
あ
る
。

琳
瑞

の
事

で
す
か
、
あ
の
和
徇
は
頭

こ
そ
圓
め
て
居

φ
ま
し
尢
が
中

々
の
豪
傑

で
し
た
ゆ
佛
歡
は
申
す
に
及
ば
ず
總

・

て
に
就
て
達
觀
靈
活
の
眼
を
具

へ
て
居
う
懐
し
た
。
彼
は
正
し
く
私

の
師

匠
で
ご
ざ

い
ま
す
。
惜
む
べ
し
彼

は
四
十
歳

に
も
及
ば
ず
し
て
、
不
幸

に
竜
刺
客

の
手

に
斃
れ
ま
し
尢
が
、
誠
に
惜

む
べ
き
偉
人
で
あ
ゆ
ま
し
た
。
彼
が
慶
應
三
年

、

、



十
月
十
八
臼

、
・態

々
私

の
宅
を
訪
問
さ
れ
て
、・
熱
心
に
國
事
を
談
じ
將
に
歸

ん
と
す
る
に
當

つ
て
、
私
は
篤
く
そ

の
厚

意

を
謝

し
沸
特

に
門
人
齊
藤
貢
な
る
も
の
に
命
じ
、
處
靜
院

へ
見
迭
ら
せ
ま
し
礎
ゆ
蹄
途
和
荷
が
三
百
坂
(
小
、石
川
)
に

さ
し
か
丶
る
と
、
突
然
刺
客

の
松
岡
丙
九
郎
、
廣
井
求
馬
の
爲
に
晤
殺
さ
れ
て
、
可
憐
の
最
後
を
逾
げ
ら

れ
懐
し
た
。

時

に
年
正
起
三
十
八
歳
だ
。
其
處
で
齊
藤
貢
は
奮
然
と
し
て
直
に
拔
刀
し
て
二
人
に
逍
う
、

終
に
彼
等
を
斫
蚤
斃
し
て

其
讐
を
報
ひ
、
其
足
で
血

刀
を
提
げ
な
が
ち
私
に
急
報
し
て
來

ま
し
た
o
其
處
で
私
は
直

に
山
岡
鐵
舟
と
與

に
現
場
に

駈
け
付
け
、
和
徇
の
遺
骸

を
處
靜
院
に
迭
う
、
厚
く
葬

つ
て
置
き
ま
し
た
が
、,
一
體
琳
瑞
和
徇

は
中

々
め
非
凡
な
人
で

學
問
の
如
塾
竜
當
時
に
な
全

く
稀
有
な
人
で
克
く
内
外
に
逋
じ
、
宗
門
に
於
て
は
持
律
嚴
正
で
俗
信
の
到
底
眞
似
だ
も

・
出
來
な

い
人

で
あ
り
凌
し
尢
。
加
ふ
る
な
勤

王
憂
國

の
俊
傑

で
、
眞
に
惜
し
む
べ
き
人
で
し
尢
よ
。

と

こ
ろ
ガ
私
が
此
琳
瑞
和
徇
を
知
る
や
う
に
な

つ
禿
由
來
が
あ
う
ま
す
か
ら
、
少
し
申
上
ま
し
や
う
○
元
來
私
は
佛

歉
嫌
で
、
坊
主
な
ど
と

い
ふ
者

は
、
亙

に
話
を
す
る
こ
と

さ

へ
心
好
し
と
し
な

い
方
で
あ
り
懐
し
尢
が
、
元
治
元
年

の

二
月
琳
瑞
が
突
然
私
を
訪
問
し
て
獅
私
に
面
會
を
求

め
尢
か
ら
、
私
も
扨
て
あ
の
坊
主
め
來
や
が

つ
疫
な
と

い
や
な
氣

も
し
ま
し
尢
が
、
折
角
人
が
訪
問
し
た
と

い
ふ
の
に
、
無
下

に
追

ひ
返
す
と

い
ふ
は
禮

で
な
い
に
よ

つ
て
、

亠
先
づ
自

室
に
逋
し
て
面
會
し
て
見
ま
し
た
◎
す

る
と
彼

は
慇
懃
に
禮
を
と

つ
て
言

ふ
に
は
、
-
先
生
は
有
名
な
槍
術
家
と
拜
聽
し

r
κ
居
る
か
ら
、
冷

日
は
突
然
な
が
ち
先
生

の
槍
法

の
試
合

を
是
非
拜
見
さ
せ
て
預
き
慶

い
と
思

ひ
懐
す
o
切
に
希
望
の

餘
り
推
参
致
も
尢
の
で
あ

る
が
、
ど
う

ぞ

一
場
の
御
手
際
噫
拜
見
述
せ
て
下
遠
い
乏

か
ふ
の
で
」
私
祐
心
よ
乂
諾
七
て

●

喉
凶

五



四
六

直
㍉
に
自
ら
仕
度

を
し
、
門
人

の
中
の
高
弟

を
召
し
て
試
合
の
用
意
を
な
さ
し
め
、
幾
多

の
門
人
を
集
め
て
教
授

に
か

丶
る
乏
共
と
、'

和
荷
を
道

揚
に
導
き
懐
し
た
o
す
る
と
和
徇

は
私

の
敷
授

の
工
合
を
肅
然

と
見
て
お
り
ま
し
尢
。
因
て

?

私

は

一
先
づ
敏
授

を
卒

へ
て
、
和

徇
の
身
邊

に
往

つ
て
、
拙
者

の
槍
法
を
見
ら
れ
ま
し
尢
か
と

い
ふ
と
、
彼
は
謹
ん
で
-

拜
見
し
ま
し
尢
、
先

生
の
槍

術
は
眞
に
紳
妙
で
あ

つ
て
、
傳

へ
聞
き
し
よ
り
竜
其
の
實
際
の
勝

る
＼
こ
と
は
萬

々
で
あ

う
ま
す
。
譬

へ
ば
佛
如
來
の
世
間
淀
出
現
し
て
天
魔
を
降
し
、
最
正
覺

を
成
就

し
て

一
切
衆
生

を
救
濟
し
給

ふ
境
界
で

あ
る
や
う
に
思

は
れ
ま
し
完
。
夫
故
に
更
に

一
、歩
を
暹

め
て
大
機
大
用
を
得
る
の
境

に
蓬
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
最
早
や

こ
の
上
竜
な

い
事
と
思
は
れ
ま
す
が
、
唯
今
少
し
で
あ
う
ま
す
と

い
ふ
の
で
、
此
の
坊
主
め
、
變
な

こ
と
を

い
ふ
奴
だ

な
と
思
ふ
紀

が
、
ま

て
ー

萬

一
拙
者
が
怒
氣
を
露
し
尢
な
ら
ば
、
滿
揚

の
門
人
が
ワ
ツ
ト

一
時

に
起
ち
上

つ
て
、
迷

茶
苦
茶
に
琳
瑞

を
擲
う
散
ら

す
に
違

い
な

い
、
そ
ん
な
事

に
な

る
と
、
そ
れ

こ
そ
他
日
赤
面
す

る
や
う
な
事
が
な

い
で

も
な

い
と
思
ふ
て
、
怒
を
押

へ
て
、
貴
曾

の
見
る
所
で
は
そ
う
で
あ
る
が
、
和
徇
に
は
定

め
て
長
、所

竜
あ
る
で
あ
ら
ふ

そ
れ
で
は
篤
と
御
伺

ひ
申

き
う
と
て
、
-
唯
獨
う
彼
れ
を
私
の
茶
室
に
導

い
た
。
そ
れ
か
ら
私
が
、
貴
僭

は
私
の
槍

術
に

於
て
丶

何
の
見

る
所
が
あ

つ
て
、
更

に

一
歩
を
進
め
て
大
機
大
用
を
得
る
と
申
さ
れ
た
か
と
尋

る
と
、
彼

れ
は
答

へ
て

衲
か
ら
先
づ
先
生
に
御
尋
し
や
う
、
先
生

の
槍
術
は
妙
で
は
あ
る
が
、
始
終
を

一
貫
せ
漁
も
の
が
あ
る
と
思
ふ
o
そ
れ

は
外
で

は
な

い
、
先
生

の
槍
頭
が
出
沒

す
る
毎
に
、
之
は
稽
古
じ
や
と
思
ふ
心
が
あ
る
Q
若
し
そ
の
槍
頭

に
眞
の
鋒
を
・

ボ

用

U
℃
興
劍
勝
負
の
揚
合
と
な

つ
た
な
ら
ば
、
大
に
趣
を
異
に
す
る
も

の
が
あ

る
で
あ
ウ
ま
し
や
う
」
斯
く
申

す
も
先



生
終

に
臨
ん
で
心
中
忽
焉
と
し
て
、
怨
慮

せ
ら
る
丶
も
の
が
あ
る
が
如
冷

は
、
是
れ
如
何
な
る
義
ぞ
や
と
遣
ウ
か
け
て

.

來
ま
し
尢
。

.こ
の

一
言
は
他
人

に
は
、
馬
耳
東
風
か
も
知
れ
裟
せ
粗
が
、
當
時
私
の
身
に
取

つ
て
は
、
恰
か
も
頭
上
に

鐵
鎚

を
加

へ
ら
れ
た
か

の
戚
じ
を
生

じ
ま
し
尢
。
そ
て
で
私
は
和
徇
に
向

つ
て
、

い
や
ー

い
か
に
補
そ
の
通
り
、
和

徇
の
靈
眼
ど
う
し
て
そ
ん
な

に
敏
捷
で
あ
り
ま
す
か
と

い
ふ
と
、
和

徇
は
更
に
、
古
人

の

い
ふ
尢
事
が
あ
る
。
毫
釐
も

.

繋
念

す
れ
ば
、
三
途
の
業
因
瞥
爾
と
し
て
情
生
じ
、
萬
却
の
覊
差
な
り
と
、
無
念
無
住
無
修
無
證
、

尸
面
前
に
闍
梨
な
く

此
問
に
老
俗
な
く
、

有

に
し
て
無
、
無

に
し
て
有
、
兩
頭
撒
開
し
て
中
間
放
丁
し
、

一
念
不
生
に
し
て
始
め
て
自
由
自

在

の
分
あ
ら
ん
と
論
じ
下
し
ま
し
た
が
、
私

は
彼
が
此
方
の
槍
術
に
對
し
、
且

つ
此
方

の
問
ひ
に
對
し
、
前
後
を

一
貫

し
て
見

る
と
、
彼

は
中

々
卓
識
を
具

へ
て
居

る
と
認
め
懐
し
抛
か
ら
、
連
席
に
彼
に
膝

を
折

っ
て
、
鳴
呼
今
日
鬪
ち
ず

し
て
和
徇
に
遇

ひ
、
求
め
ず
し

て
佛
敏
高
深

の
道
理
を
聞
く
こ
と
が
出

來
控
の
は
意
外
の
幸
幅
で
あ

つ
尢
。
今

日
か
ら

は
貴
僧
を
私

の
師
匠
と
仰
ぎ
懐
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
貴
僧

は
將
來
佛
教

の
眞
理
を
以
て
、
拙
者
に
槍
術
を
敏

へ
て
下
さ

い

と

い
ふ
と
、
彼

は
私
に
向

つ
て
、
先
生
は
鬼
紳
自
在

の
人
だ
と
て
大

に
喜
び
、
私

の
意
を
悉

く
領
し
て
去
ら
れ
ま
も
た

實
ほ
最
初
和
尚
が
變
煮

こ
と
を
言

ひ
出
し
尢
折
に
は
、

若
し

こ
の
坊
主
が
己
れ
の
問
に
對
t
て
瞹
昧
な
ヒ
と
で
竜
言
や

が
・つ
距
な
あ
、
忽

ち
頭
上
淀
鐵
鎚

で
適
加

へ
て
、
痛
く
將
來
を
誡
め
て
や
ら
ふ
乏
思
U
の
外
、
飛
然
と
し
て
此
方
の
頭

上
を
打
越
し
・て
、
高

諜
探

る
可
ら
ざ
る
の
人

で
あ

つ
尢
事
は
、
實

に
私
な
此
の
時
膏
盲
の
病

に

一
針
を
與

へ
ら
れ
た
か

の
滅
じ
を
起
L
設
し
竣
の
爾
家
私
は
彼
を
樋
と
も
て
時

々
牲

疎
し
が
彼
の

い
ぷ
所
を
澗

い
て
㍗
泊
分
の

櫨
糖
遠

必
死
練

四
霽

'
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D
磨

す
る
忽
造
約
三
年
⑭
媛
、

一
夜
大
夢
の
中
に
、
亡
兄
潤
岡
靜
仙
と
相
會
し
て
、
槍
法
の
秘
談
を
改
し
、
亙

に
數
十
本

の
試
合
を
し
て
一

真゚

較
技

の
屮
に
釋
然
と
し
ズ
自
悟
し
、
爲

に
兄
も
大

に
喜
ん
で
决
別
し
た
夢
を
見
ま
し
た
ゆ
夢
が
醒

め
て
後
自
分
に
も
、
之
は
と
餌
ふ
所
が
あ

つ
て
、
そ

の
日
に
直
に
之
を
技

に
試
み
凌
し
完
ガ
、

い
か
に
竜
夢
中

に
自
悟

し
た
事
が
、
今
日
實
際
の
技

に
應
用

し
て
貞
眞
に
虚
妄

で
な
か

つ
海
事
を
省
悟
し
ま
し
尢
ρ
りそ

の
時
自
ら

こ
れ
は
眞

に
無

敵
の
極
意
を
得

尢
と
思
ふ
て
、
嬉
し
く
て
耐
ら
諏
の
で
直
ち
に
走

つ
て
處
靜
院
な
往
き
、
琳
瑞

律
師

に
見

へ
て
所
存
を

述

べ
や
う
と
思

つ
尢
所
が
、
圖
ら
ず
竜
和
爾
の
方
か
ら
問
答
が
始
ま

つ
尢
の
で
、
之
は
好
機
で
あ
る
と
思
ふ
て
、
直
ち

に
所
見

を
啓

い
て
、
拙
者
今

日
竊
か
に
貴
僭
方
の
道
と
拙
者

の
槍
術
と
を
昇
べ
制
じ

て
見
る
と
、
貴
僭
方
の
道
は
恰
も

障
子

一
重
の
隣
室
に
、
小
野
小
町
や
衣
逋
姫
が
、

ホ
、
、
、

ハ
・
馬
と
媚
聲
を
發
し

て
居

る
の
を
聞
き
な
か

ら
ふ

イ
ヤ

ー

彼
等
ρ
爲

に
煩
惱

を
起
し
て
は
な
ら
諏
、
戒
律

に
違
ふ

こ
と
に
な

る
、
・そ
れ
で
は
佛
に
な
れ
漁
と
御
修
業
な

さ
る

の
が
貴
僑
方
の
道
と
申
き

る
＼
樣
で
あ
る
o
拙
者
の
槍
法
か
ら
之

乞
見

る
時

は
、
大
に
其
趣
を
異

に
し
て

ゐ
る
。
拙
者

輩
は
小
野
小
町
や
衣
逋
姫
の
雪

の
肌
を
竜
遠
慮

な
く
抱

き
寢
竜
す
れ
ば
、
或
は
腰
卷
や
ら
中
着
土
着
と
着

け
揃

へ
て
仕

立
を
し
て
や

つ
て
、
レ立
涙

に
仕
上
げ
て
や
る
の
が
拙
者
輩

の
道
で
あ
る
と
物
語
り
ま
し
拠
。
す
る
と
琳
瑞
が

イ
ヤ
今

日

か
ら

は
先
生
は
私
の
師
匠
だ
と

い
ふ
て
、
痛
く
私
を
賞
讃

さ
れ
ま
し
尢
。
併
し
之
も
唯
私
の
經
歴
で
ご
ざ

ん
す
か
ら
、

有

血
の
懐
ゾ
を
御
話
申
す
の
で
あ
り
ま
す
、
何
も

私̀
の
自
賛
と
思
嫁
れ
て
は
困
り
ま
す
。
總

て
私
の
話
は
、
有

の
ま

丶

を
申
す
譲
で
聽
岩
の
方
で
、
酌
量
し
て
貰

は
ね
ば
な
う
腰
せ

ん
泊

私
が
琳
瑞

と
交

つ
覆

の
は
、
單
に
佛
敏
を
學
ぶ
の
師



で
ば
あ
り
懐
せ
ん
。
實

の
所
を
申
せ
ば
、
彼

は
坊
主
と
は
申
し
な
が
ら
非
常
な
氣
慨
を
窟
ち
、
加

ふ
る
に
非
凡
な
憂
國

家
で
み
り
凌
し
尢
か
ら
、
當
時
私

は
特

に
彼

に
謀
る
σ
必
要
を
威
じ
、
彼
竜
亦
私
に
談
ず
る
の
適
當
な

る
を
知

つ
て
、

水
魚

の
交
を
し
て
居

つ
た
の
で
あ
ゲ
ま
す
。
然

る
に
不
幸
な
る
か
な
彼
は
不
慮
の
毒
刄
に
、
非
常

の
最
後
を
途
げ
尢
の

は
、
親
に
別
る
＼
よ
り
も

つ
ら
く
戚
ぜ
ら
れ
ま
し
π
。

巳
上
は
野
澤
僣
正
や
泥
舟
氏

の
話
で
あ
る
。

こ
れ
に
依

つ
て
琳
瑞
泥
舟
爾
人

の
關
係
な
ど
が
よ
く
解

る
9
そ
し
て
琳

瑞

の
主
張

は
公
武
合
體

読
で
あ

つ
尢
。
佐
幕
黨

に
も
非
ず
、
攘
夷
黨
に
も
非
ず
、
所
謂
擧
國

一
致
の
議
論
を
以
て
、
天

下
の
志
士
を
読

い
だ
の
で
あ
惹
。
當
時
米
國
丁
督
と
幕
府

と
條
約
ど
締
結
し
た
と
傳

へ
ら
る
＼
や
、
天
下

は
騷
然

尢
み

も
の
で
あ

つ
尢
が
、
特
に
水
戸
の
浪
士
の
如
き

は
、
甚
だ
不
穩
の
形
勢

を
示
す
に
至

つ
た
。

こ
砂
時
和
上

は
井
伊
大
老

を
訪
問
し
て
、
時
事

を
談
じ
て
懐
中
か
ら

一
書
を
出
レ
、
是
を
犬
老
に
差
上
げ
た
文
は
今
殘

つ
て
姦
る
。
然

し
な
が
ち

其
要
領

は
写
當
時
の
時
世
を
諷
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
國

は
今
や
東
洋

に
勿
翼
を
延
ざ
ん
と
し
て
ゐ
る
o

こ
の
場
合
に

は
决
し

て
輕
卒
な
る
條
約
を
結
ん
で
ば
な
ら
な

い
。
目
下
我
國

の
状
態

は
公
武
互

に
意
志
の
疎
通
を
欠

い
で
ゐ
る
。

こ

や

ノ

ヒ

ロ

ベ

を

ム

く

ノ

メ

ド

へ

の

一
大
事
變

に
際
し
て
國
内
の

一
致
を
欠
く

こ
と
は
、
極
め
て
危
險
で
あ
6
に
依

℃
、
公
武
合
髓
ρ
舉
画

一
致
で
以

て

鴛

纔

鼠

墜

農

・
る
し
℃
完
數

毳

約
を
発

マ

國
書

年
の
夢

辛

ね
黙

島

・
客

藷

沸

監

て
寒

老
の
影

監

膏
慈

檢
で
み
廴

騨
鏖

警

て
薯

塗

馨

に
レ
・
髭

言

術
ど
し
て
難

羅

彎

魏

ぜ
曇

い
惷

驚

鼕

鶴

猛

⑳
鬆

露

石
醗

肇

得
蕎

見
で
あ
◇
慰

霞

鯲
し
簿

集



丶

五
〇

黨
と
も
談
論
し
、
後
夷
黨
と
も
深

交
の
あ

つ
尢
結
果

で
あ
ら
ム
。
此
の
言
に
は
井
伊
大
老
も
甚
だ
戚
動

し
尢
ら
し

い
。

こ
の
時
大
老
が
答

へ
て
言
ふ
に
嫉
、
予
も
貴
偲
と
同
意
見

で
あ
る
、
然
し
な
が
ら
今

と
な

つ
て
は
、
既

に
阿
部
肥
後
守

等
と
米
國
提
督
と
の
間

に
、
堅

い
條
約
が
成
立
し
て
ゐ
る
折
柄
、
予
が
今
ど
う
す
る
こ
と
も
出
來
な

い
場
合

で
あ
る
と

答

へ
た
。
そ

之
で
和
上

は
そ
れ
で
は
條
約
の
意

の
あ
る
處
を
洩
し
て
呉
れ
と
逍

っ
尢
。
所
が
大
老

は
、

こ
れ
は
總
て
祕

密
に
屬
し
て
ゐ
る
事
で
、
誰
れ
に
も
發
表
す

る
こ
と

は
出
來
な

い
、
予

は
世
間
か
ら
誤
解

さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
誤
解
を
招

く
措
置
を
取
ら
ね
ば
な
ら

澱
立
場
に
立

つ
て
ゐ
る
。
命

は
唯
天

に
任
す
の
み
、
若
し
此
身
に
變

の
あ

つ
尢
場
合

は
、
貴

僧

の
念
佛
に
依

つ
て
瞑
す
る
の
み
で
あ

る
と

い
ふ
た
。
和

上
は
大
老
の
決
心
の
到
底
動
か
す
事

の
出
來
な

い
の
を
見
て

歎
息
や

丶
久
く
し
て
蹄

つ
尢
が
、
そ

の
後
和
上

の
許
に
匿
名
で
斬
悍
状

を
迭

つ
尢
も
の
が
あ

つ
た
。
和
上
は
之
を
見
て

國
家

の
大
事
が
途
に
誤
ら

る
丶
や
う
な
事
は
な

い
か
と
心
配
し
て
居

る
内
に
、
彼
の
櫻

田
御
門
で
井
伊
大
老
が
殺

さ
れ

た
と

い
ふ
報
が
あ

つ
た
O

和
上

の
許
に
匿
名
で
斬
悍
状
を
逾

つ
た
の
は
恐
く
は
水
戸
の
浪
士
で
あ
ら
ふ
o
浪
士
が
井
伊
の
大
老

を
斬

る
ベ
ノ
、
豫

告
し
π
の
は
、
實
は
和
上

に
大
老
を
道
理
で
壓

逍
し
、
條
約
を
中
止

さ
せ
や
う
と
企
て
た
の
で
あ
ら
ふ
o
然

し
な
が
ら

・

大
老

は
少
し
も
聽
き
入
れ
な
か

つ
尢
爲
に
、
あ
の
事
變
と
な

つ
た
の
で
あ
ら

ふ
。
是
れ
か
ら
考

へ
て
見
て
も
、
水
戸

の

浪
士
も
強
て
大
考
を
殺
し
尢
く
は
な
か

つ
尤
、
幾
度
か
反
省
さ
す
る
方
法
を
講
じ
尢
が
、
逾
に
及
ば
な
か

つ
尢
爲

に
、

止
む
な
く
大
事

を
し
尤
の
で
あ
ら
ふ
。
然
し
な
が
ら

大
老
が
、
如
何
な
る
忠
言
も
聽
き
入
れ
ず
に
、
死
を
决
し
て
事
に



の

當

つ
尢
そ

の
意
氣
も
、
亦

尢
奪
敬
せ
ね
ば
な
ら

孤
精

紳
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
井
伊
大
老
が
、
和
上

の
言

の
幾
分
を
用

い
尢
事
も
亦
事
實
で
あ

る
。
そ
れ
は
幕
府
が
水
戸
侯

の
断
閉
を
、
解

ぐ
に
至

つ
た

一
事
で
あ
る
。
先
に
水
戸
の
蕃
士
等

が
、
奪
王
攘
夷

を
主
張
し
て
、
其
勢
實

に
當
る
可
ら
ざ

る
時

に
際
し
て
、
井
伊
大
老
は
志
士

を
捕
縛
し
、
且

つ
水
戸
侯

を
幽
閉
せ
し
め
た
。

こ
の
時
山
岡
鐵
舟

は
和
上
を
訪
ね
、
和
上

に
向

つ
て
水
戸
侯
解
幽
の
運
動
を
托
し
尢
。
和
上
は
直

に
之
を
引
受
け
て
。
閣
起
に
向

つ
て
読

い
て

い
ふ
に
は
、
大
河

の
流
れ
は

一
手
を
以
て
能
く
支
ふ
べ
き
も
の
で
は
な

い

今

日
の
時
世

淀
水
戸
侯
を
幽
閉
す

る
や
う
な
事

は
、
徒
ら

に
志
士
を
激
昂
せ
し
む
る

の
み
で
、
決
し
て
策
を
得

た
る
も

の
で
は
な
"
、
早
ぐ
之
を
解
除
な
ざ

い
と
忠
言
し
た
。
幕
府

の
閣
老
も
此
議
論

に
は
大
に
覺
醒
し
て
、
途
に
水
戸
侯

の

幽
閉
を
解
く
に
至

つ
尢
。
水
戸
侯
も
是
か
ら
和
上
に
重
き
を
置
く
や
う
に
な

つ
た
。

此
の
如
く
和
上
の
名
聲
は
盆

々
高
く
な
つ
て
來

π
が
、
そ
れ
が
爲
に
和
上
は
種
々
の
嫌
疑
を
受
け
ね
ば
左
ら

澱
運
命

を
持

ち
來
し
尢
。
そ
れ
は
畢
竟
和
上
が
水

戸
侯
と
接
近
し
尢
爲

に
、
反
封
の
佐
幕
黨

の
誤
解

を
招

い
た
か
ら
で
あ
る
。

所
が
和
上
が
好
ん
で
水
戸
侯
と
接
近
し
た
の
は
、
そ
の
持
論

の
公
武
合
體
舉
甌

一
致
を
實
現
せ
ん
キ
企
て
た
に
外
な
ら

呱
。
併
し
是
れ
が
佐
幕
黨
を
し

匸
誤
解

せ
し
む
る
基
と
な

つ
た

の
は
、
そ

の
當
時
と
し
て
は
無
理
も
な

い
事

で
あ
る
。

だ
か
ら
知
人
露

形
勢
覧

て
、
和
上
の
身
邊
落

ん
で
・

亘

江
髪

去
っ
痴

奥
州
伽
無
能
寺
に
赴
く
響

勸
み

尢
が
、
和
上

ば
笋

つ
て
左
分

一
詩
を
賦
じ
て
示
し
尢
と

い
函

こ
き
だ
。

盤
中

秦

蜆
、
突
出
勢
嶮
轗
、
松
潜
千
秋
色
、
蘿
纏
萬
丈
危
、
青
苔
絞
絶
壁
、
躑
躅
蟠
險
崕
、
更
競
勢
無
止
、
吾

、

五

一

、



垂

り

一

界

'
」

不
層
巷
僖
、

斯
く
和
螂
は
徐
う
に
口
を
開

い
て
、
僧
嫉
苑
人
の
取
扱
者
で
は
な

い
・
死
人
の
取
扱
は
穢
多
で
も
宜
し
、
信
は
國
事

多
端
の
秋
に
於
て
こ
そ
衆
生
濟
度
の
心
要
が
あ
る
Q

一
旦
世
を
去
つ
た
吾
身
は
、
今
日
と
な
つ
て
ど
う
し
で
死
を
惜
豼

ふ
か
と
言
は
胸
た
と

い
ふ
こ
と
だ
。
け
れ
ど
も
骨
肉
の
縁
は
捨
て
難
き
も
の
、
そ
の
身
の
死
地
に
臨
み

っ
＼
あ
る
を
知

つ
て
、

一
書
を
認
め
之
を
兄
分
與
左
衛
門
に
迭
ら
れ
た
も
の
が
今
殘

つ
て
居
る
Q

桑
折

へ
書
状
差
出
候
序
啓
上
仕
候
、
愈
々
御
勇
健
奉
賀
候
、
世
の
中

一
變
致
し
夫
故
愚
院
な
ど
も
大
嫌
疑
を
受
け
、

愚
月
中
は
出
入
之
者
共
御
問
合
有
之
、
尚
種
々
御
尋
被
成
候

へ
共
、
公
の
御
爲
を
こ
そ
思

へ
、
御
叱
を
蒙
る
可
き
譯

無
之
義
故
、
漸
る
御
疑
も
晴
れ
候
也
、
何
に
付
て
も
歎
息
の
外
無
御
座
候
、
此
上
は
天
下
の
爲
に
御
經
讀
誦
し
奉
り

候
よ
り
外
無
之
と
存
候

草
々

十

一
几
ご
十
五
日

祚

道

琳

瑞

細
谷
與
左
衛
門
殿

今
寮
た
外
に
こ
の
後
の
正
月
の
年
頭
状
と
思
は
る
＼
書
翰
が
殘
つ
て
ゐ
る
o

改
暦
の
御
慶
申
上
候
、
愈
御
清
健
御
迎
齡
奉
賀
候
、
愚
院
無
異
加
年
御
休
慮
奉
仰
候
、

一
舊
冬
山
口
伊
藤
氏
蹄
郷
に
附
し
、
御
經
差
迭
夫
々
御
屆
被
下
倏
牛
、
別
て
米
澤
屑
け
御
手
數
奉
謝
候

一
同
便
之
節
清
淨
心
院
前

へ
申
上
げ
小
楠
公
矢
筆
の
和
歌
差
上
候
筈
、
是
叉
定
て
柑
屆
き
候
牛
、
當
節

に
鞍
釦
て
は

'



難
得
も
の
に
御
座
候
、
永
く
御
家
寶

に
遊

さ
る
可
く
候
、

一
青
柳
御
老
母
御
命
絡
の
内
、
田
原
先
生
何
程
か
御
力
落
被
成
候
牛
、
斷
腸

の
思
今

日
我
身
に
比
况
し
思
想
無

量
に

候
、
宜
ぐ
御
通
聲
奉
希
候
、

悟

院
追
々
穏
箱

成
此
鞭

浪
人
噂
も
相
止
濃

、
尤
護

州
彌
降
携

由
別
塗

.棚
の
周
旋
虜

に
出
候
也
、

偏
に
紳
君
の
餘
徳
爾
か
せ
し
む
乃
所
か
難
有
事

に
候
、

一
昨
夏

ゴ巳
來
愚
拙
も
大

に
嫌
疑
を
蒙
り
、
杓
々
御
尋

の
義
等
有
之
、
露

も
彷
暗
事
之
と

は
申
し
乍
ら
、
如
何
な
る
災

に
逢

ん
竜
難
斗
實

は
决
心
罷
在
候
所
、
潔
白
の
義
御
分
り
成
さ
れ
候
か
、
其
後

は
何
事
竜
無

之
候
、
後
に
て
承
候
得

ば
、
諸
有
志
肇

て
大
蓋

力
有
之
候
窟

、
細

安
心
奉
希
候
、
申
上
毒

山
々
篌

鳩
共
、
堂
、中
に
述
る
事
能
は

ず
、
隨
時
折
角
働
厚
厭
是
の
み
奉
至
疇
候
、
恐

々
頓
首

正
月
十
七
日

,

.

鮮

道

、

細
谷
與
左
衛
門
樣

和
上
の
考

へ
は
佐
幕
に
も
攘
夷
に
竜
偏

ら
ず
、
而
か
も
兩
黨

に
接
近
し
て
擧
國

一
致
を
謀

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

爲

に
屬

々
危
險

が
其
身
に
逍

る
こ
と

は
免
れ
な
か
つ
尢
が
、
固
よ
り

一
死
以
て
國
に
殉
す

る
の
覺
悟
と
勇
氣
乏
は
忘
れ

な
か

つ
尢
か
ら
、
心
の
内

に
は
少
し
も
恐
れ
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
和
上

の
人
格
の
偉
吠
逃
滝
腰
尢
之
に
依

つ
て
伽

る
之
と
が
拙

來
捧
ゆ
ぞ

七

て
そ
の
後
毬

に
調
客
の
爲

駄
駿
憾
れ
物
。

〆

.

τ

五
三



五

四

゜

聖

の
饗

礦

香

斯
ふ
で
あ
る
。

言

聖

は
幕

泥
婁

邸
に
訪
ひ
、
時
世
の
覆

歪

と
を
慨
き
、
明
日

水
戸
侯
に
面
會
し
て
、
水
戸
侯
か
ら
添
書
を
稈
て
京
都
に
上
り
、
上
奏
文
を
上
ら
ぷ
と
思
ふ
の
だ
が
"

是
に
は
ど
う
し

て
も
貴
殿
の
賛
成
を
得
る
の
外
は
な

い
、
是
非
兵
同
道
七
て
貰

い
た

い
と
勸

め
ら
れ

π
。
所
が
泥
舟

は
そ
れ
は
徇
ほ
早

い
に
依

つ
て
、
暫

く
成
う
行
を
見
る
が
よ

い
と
主
張

し
、
和

上
は
早

炉
も
遲

い
も
あ
る
も

の
か
、
時
世

は
人
爲
を
以

つ

て
多
少
の
變
化

を
持

ち
來
す
之
乏
が
出
來

る
。
何
事
も
萬
事
國
家

の
爲
で
は
な

い
か
、

一
日
遲
る
れ
ば

一
日
の
損
が
み

る
と
主
張
し
、
激
論
數
刻
に
亘

つ
た
後
、
途
に
そ

の
事
を
決

せ
ず
し
て
、
夜

の
十

二
時

を
過
た
頃
、

泥
舟

の
邸
を
辭
し

去

つ
拠
。
こ
の
時
泥
舟
は
、
深
更
に
歸

る
の
危
險
な
る
こ
と
を
告
げ
、

一
泊
さ
れ
ん
こ
と

を
勸
め
た
が
、
和
上

は
そ
れ

を
聞
き
入
れ
な
か

つ
尢
。
そ
こ
で
泥
舟

は
齊
藤
安
之
進
と

い
ふ
青
年
を
御
供
に
遣
は
し
、
淦
中
を
警
戒

せ
し
め
た
の
だ

和
上

は
網
代
笠
を
戴

い
て
、
自
の
絹
布

の
綿

入
を
着

し
、
草
茶
色

の
袈
裟
を
掛
け
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
途
中
で
果
レ
て
刺

客
篷

奚

。
刺
客
と

い
ふ
の
は
、
廣
井
求
鏖

岡
丙
九
郎
の
二
人
で
、
何
れ
も
劍
客
と
し
て
聞
え
窘

で
あ
乃
。
廣

井

は
先
づ
和
上

を
見

て
、
後

か
ら
大
刀
を
振
り
下
し
た
が
、
錬
達

の
手
腕
丈
け
あ

つ
て
、
笠
を

切

っ
尢
乃
先
は
、
右

の

鬢
か
ら
肩
先
に
懸
げ
て
、

七
寸

餘
釦
を
切
り
付
け
た
。
和
上

は
こ
の
時
少
し
竜
騷
が
ず
、
南
無
阿
彌
陀
佛
と
唱

へ
て
其

の
場

に
斃
れ
た
。
そ

こ
で
廣
井
は
直
に
和
上

の
首
級

を
取
ら
う
と
し
た
刹
那
、
供
の
安
之
進
ば
拔
刀
し
て
走
り
寄
り
、

廣
井
の
右
の
腕
を
斬
り
付
け
た
の
で
、
廣

井
は
其
場

に
尻
餅
を

つ
い
抛
α
所

が
刺
客
の

一
人

松
岡
丙
九
郎

は
、
之
を
見

て
安
之
進
に
切
ウ
懸
り
、
安

之
進

と
刀
を
交

へ
尢
が
、
ど
う
し

た
事
か
松
岡

は
、
右
の
鬢
を
切
ら
れ
て
遁
走
し
尢
。

一



方

は
有
名
な
る
劍
客
、

一
方
は
僅
か

に
十
七
才

の
青
年

で
あ
る
に
も
關
は
ら
ず
、
か
の
劍
客
に
痛
手
を
負

は
せ
尢
と

い

ふ
事
は
、
實

に
立
派
力
手
際
で
あ

つ
て
、

一
心

の
力
の
能
く
成
し
途
げ
た
所
で
あ
る
o
安
之
進

は
松
岡
を
逃
し
尢
事
は

實
に
殘
念

で
あ

つ
尢
が
、
き

つ
と
和
上
の
首
を
取
り
に
來
る
に
違
ひ
な

い
と
思
ふ
て
、
杉

の
木
立
の
中
に
身
を
潜
め
て

息
を

こ
ち
し
て
樣

子
を
窺

つ
て
ゐ
る
と
案

の
如
く
、
松
岡
が
忍
ん
で
來
て
和
上

の
首

を
落
さ
う
と
し
尢
の
で
、
安
之
進

は
す
か
さ
ず
後
方
か
ら
切
り

っ
け
だ
。
松
岡

は
痛
手
を
負
ん
で
遁
げ
去

っ
た
。
安
之
進
竜
亦
數
、ケ
所
淀
痛
手
を
受
け
て

.血

に
染

っ
た
ま
＼
、
直
ち
に
そ
の
事
を
泥
舟

に
逋
じ

た
o
泥
舟

は
山
岡
鐵
舟

や
處
靜
院

に
そ

の
事
を
通
じ
た
。
其
時
既

に
廣
井

は
斬
ら
れ
場
所
で
死
ん
で

ゐ
尢
。
松
岡
竜
亦
宅
に
歸

つ
て
後
直
ち
に
死
ん
だ
乏

い
ふ
こ
と
で
あ

る
。

。

泥
舟
鐵
舟
等
は
、
直
ち

に
和
上
の
屍
を
處
靜
院
に
運
び
、

行
誡
上
人
及
び
親
戚
の
代
理
伊
藤
四
郎
等
と
協
議

の
末
、

密
か
に
葬
式
を
す
ま
し
た
が
、
身
僊
籍
に
あ
b
な
が
ら
國
事

に
奔
走
し
て
、
途
に
暗
殺
さ
れ
尢
と

い
ふ
の
は
、
聊
か
憚

る
所
が
あ
る
と

い
ふ
の
で
、
極

め
て
内

々
に
葬

り
終

つ
た
の
で
あ

つ
た
。
將
來
大
に
望
を
囑
し
尢
行
誡
上
人

の
悲
嘆
の

程

は
、
實
に

一
方
な
ら

漁
も
の
で
あ

つ
た
。
そ
し
て
其
年
の
十
二
月
に
は
、
王
政
復
古

の
大
令
下

り
、
翌
年
九
月
改
元

し
て
明
治
と

い
ひ
、
途
に
維
新

の
大
業
が
成
就
し
尢
。
鳴
呼
琳
瑞
和
上
を
し
て
、

こ
の
鴻
業

を
見
せ
し
め
尤
な
ら
ば
、

ど
乃
な
に
喜
ば
れ
た
事
で
あ
ら
ふ
o

9

五
五


